
 

羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金交付要綱 

令和７年３月24日教育委員会告示第８号 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市におけるスポーツ及び文化活動の促進を図るため、全国大会等に出

場する個人又は団体に対し、予算の範囲内において当該出場に係る経費の一部を補助するこ

とについて、羽咋市補助金交付事務取扱規則（昭和55年羽咋市規則第21号）に定めるものの

ほか、必要な事項を定めるものとする。 

（補助対象者） 

第２条 補助金の交付を受けることができる者（以下「対象者」という。）は、次の各号に掲

げるとおりとする。 

(１) 市内に住所を有し、出場する大会開催要項等の規定により登録された出場者と、監

督・指導者等。ただし、出場者以外の者は次のとおりとする。 

ア 出場者に高校生以下がいる場合 一大会につき２名まで 

イ 出場者に高校生以下がいない場合 一大会につき１名まで 

(２) その他市長が特に必要と認める者 

（補助対象大会） 

第３条 補助金の交付の対象となる大会（以下「対象大会」という。）は、次の各号に掲げる

区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。 

(１) スポーツ競技 

ア 北陸ブロック以上の大会 県単位以上の予選会、記録会又は選考会を経て出場する大

会。ただし、全国健康福祉祭又は公益財団法人日本中学校体育連盟が主催する大会を除

く。 

イ 国際大会 国内の予選会、記録会、選考会等を経て出場する世界選手権大会等の国際

的規模の大会 

ウ 障がい者（身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条に規定する身体障害者

手帳の交付を受けた者、厚生事務次官通知（昭和48年９月27日厚生省発児第156号）に

規定する療育手帳の交付を受けた者又は精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭

和25年法律第123号）第45条に規定する精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者をい

う。）を対象とした北陸ブロック以上の大会 

(２) 文化活動 

ア 北陸ブロック以上の大会 県単位以上の予選会、選考会を経て出場する大会。ただし、

全国健康福祉祭又は全国中学校文化連盟が主催する大会を除く。 

イ 国際大会 国内の予選会、選考会等を経て出場する国際的規模の大会 

２ 前項の規定にかかわらず、政治団体、宗教団体又はこれらに準ずる団体が主催する大会は、

交付の対象としない。 

（補助金の額等） 

第４条 補助金の額は、別表に掲げる区分に応じた額とし、激励費又は対象経費補助のどちら

か一方の交付を選択しなければならない。 

２ 補助の対象となる経費（以下「対象経費」という。）は、次の各号に掲げるとおりとする。

ただし、大会主催者等が経費の全部又は一部を負担する場合は、当該負担額を対象経費の額

から控除する。 



 

(１) 交通費 出発地と大会会場との間、宿泊場所と大会会場との間で必要なもののみとす

る。 

ア 公共交通機関を使用する場合の経費 

イ 車両を使用する場合の燃料代。有料道路料金、駐車場料金及び借上げ料 

(２) 宿泊費 前泊、後泊及び大会全日程終了前に敗退した日以降の宿泊費は補助対象外と

する。ただし、開催地や大会日程等の理由から、移動が困難であると市長が認める場合は、

この限りでない。 

(３) 大会参加費 対象大会の要項に定めるもの 

(４) 運搬料 大会出場に必要な機材等の運搬に係るもの 

３ 第１項の規定により算出された補助金の額に、1,000円未満の端数が生じるときは、これ

を切り捨てる。ただし、激励費の場合は、この限りでない。 

（申請等） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は対象大会出場決定後

速やかに、羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書

類を添えて、市長に提出しなければならない。ただし、前条第１項で激励費の交付を選択し

た者は、第５号に掲げる書類の提出を不要とする。 

(１) 予選会、記録会又は選考会の経緯及び結果を証明する書類 

(２) 出場する大会の開催要項等、大会の内容が記載された書類 

(３) 対象者が大会に出場することを証明する書類 

(４) 補助申請対象者一覧（様式第２号） 

(５) 収支予算書（様式第３号） 

(６) その他市長が必要と認める書類 

２ 申請者は、対象大会に出場する個人（未成年者の場合は、その保護者）又は団体の代表者

とする。 

（決定の通知） 

第６条 市長は補助金の交付を決定したときは、速やかに羽咋市スポーツ・文化活動事業補助

金交付決定通知書（様式第４号）により、その決定を申請者に通知するものとする。 

（変更・中止承認申請） 

第７条 申請者は補助金の交付決定の通知を受けた後において、対象大会の内容の変更、中止

が生じたときは、羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金（変更・中止）承認申請書（様式第

５号）に関係書類を添えて、市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

（変更承認通知） 

第８条 市長は、申請者から前条による変更承認申請があったときは、審査の上適否を決定し、

羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金変更承認通知書（様式第６号）により申請者に通知す

るものとする。 

（実績報告） 

第９条 申請者は、対象大会が終了したとき（対象大会の中止、廃止の承認を受けたときを含

む。）は、終了後15日以内に対象大会の成果を記載した、羽咋市スポーツ・文化活動事業補

助金実績報告書（様式第７号）に次に掲げる書類を添えて、市長に報告しなければならない。

ただし、第４条第１項で激励費の選択をした者は、第２号及び第３号に掲げる書類の提出を

不要とする。 

(１) 対象大会の結果を示す書類 



 

(２) 収支決算書（様式第８号） 

(３) 対象経費等の支払を証明する書類 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、前項に定める期間を、延長することができる。 

（補助金額の確定） 

第10条 市長は、申請者から報告を受けたときは、その内容の審査及び必要に応じて行う実地

調査等により、当該報告に係る補助事業の実績が補助金の交付決定の内容及びこれに付され

た条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、羽咋市スポーツ・文化

活動事業補助金交付確定通知書（様式第９号）により申請者に通知するものとする。 

（補助金の請求） 

第11条 申請者は、補助金の支払を受けようとするときは、前条の規定により補助金の額の確

定通知を受けた後に、羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金交付請求書（様式第10号）を市

長に提出しなければならない。 

（決定の取消し） 

第12条 市長は、申請者が、次の各号のいずれかに該当したときは、補助金の交付の決定を取

り消すことができる。 

(１) 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(２) この要綱の規定に違反したとき。 

（補助金の返還） 

第13条 市長は、前条の規定により補助金の交付決定を取り消した場合において、既に補助金

が交付されているときは、期間を定めて、その返還を命ずることができる。 

（その他） 

第14条 この要綱で定めるもののほか必要な事項については、別に定めるものとする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、令和７年４月１日から施行する。 

（羽咋市スポーツ及び文化活動事業費補助金交付要綱の廃止） 

２ 羽咋市スポーツ及び文化活動事業費補助金交付要綱（平成14年羽咋市教育委員会告示第９

号）は、廃止する。 

附   則  

（施行期日）  

１ この告示は、令和８年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ 改正後の羽咋市スポーツ・文化活動事業補助金交付要綱の規定は、令和８年４月１日以後

に出場が決定した大会に係る補助金について適用し、同日前に出場が決定した大会に係る補

助金については、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 


